
義農作兵衛を祀る義農神社 義農の墓
裏面の銘は丹波成美

義農作兵衛坐像

歌謡曲「義農作兵衛」の歌碑
歌手は水前寺清子

忠霊塔義農作兵衛称徳碑
平田東助選文

義農作兵衛の墓

義農祭（4月23日） 義農作兵衛翁顕彰会発足記念碑義農祭（4月23日） 義農作兵衛翁
250年祭記念碑

瀧姫を祀る瀧姫堂 柳原極堂の句碑 升田栄の句碑正岡子規の句碑高浜虚子の句碑

坪内寿夫称徳碑 坪内寿夫氏の功績を称える碑文 坪内寿夫氏の功績を称える碑文 坪内寿夫氏の功績を称える碑文

「
男
の
劇
場
」
の
歌
碑



有名人、歌手、タレントが多数参詣している。

義農公園のシンボル、タコのスベリ台もありました。

坪内寿夫氏の功績を称える碑文が沢山ありました。



漱盥(ｿｳｶﾝ)
文久3年建立

義農神社の寄進者

義農神社の扁額

三条実美書

義農作兵衛古墓（戒名：道葉信士不生位）
享保１７年１２月藩命で建立

義農作兵衛古墓に並ぶ六地蔵
同時代に亡くなった親兄弟を供養

墓を見守り続けてきた老松

義農の墓 領主久松家（定静）より碑文
県指定史跡

義農の墓（裏面の銘は丹波成美）
安永 6年(没後45年)建立

義農神社拝殿
昭和32年再建(没後225年)

義農作兵衛称徳碑（平田東助子爵選文）
大正２年建立（没後182年）

義農作兵衛坐像
昭和33年建立

瀧姫を祀る瀧姫堂

義農神社本殿
「瑞穂建功命（みずほたていさおのみこと）」

義農神社

「義農作兵衛の墓」の説明板

義農神社の扁額

鷹司信輔書



義農作兵衛翁顕彰会発会記念碑
平成3年10月建立

忠霊塔

坪内寿夫翁頌徳
「義農作兵衛は麦種を残して民を救い

坪内翁は水を引いて伊予の大地を潤した」

「義農名は 作兵衛と申し 国の秋」
虚子

「吹かれ来て 鵜下りし 野分かな」
極堂

「大寺の かまどは冷えて きりぎりす」
子規

「み墓もり 幾年ふりぬ 老松の根に屈へば 袖に露する 」
無哲道人（升田栄）

頌徳碑の裏には
窪田節二郎氏の功績が記されている

歌謡曲「義農作兵衛」の歌碑
歌手は水前寺清子

「男の劇場」の歌碑
歌手は北島三郎

窪田節二郎頌徳碑

義農作兵衛翁
250年祭記念碑

平田東助子爵選文の義農作兵衛称徳碑
を掛け軸にしたもの（西公民館）





義農祭（毎年4月23日）

春の義農公園

秋の義農公園



享保年間松山藩に飢饉が続き、その責任で山内与右衛門が
長久寺にて切腹させられた。与右衛門の墓（長久寺墓地）

山内与右衛門は８１年後、忠臣で武士の手本と
して南江戸町に山内神社を建て祀れれている。

愛媛の農業の先哲、松浦宗案・下見吉十郎・義農作兵衛の
信条を讃える三農碑（愛大付属農高管理棟北側）

義農作兵衛の菩提寺金蓮寺
義農作兵衛の過去帳がある。

義農作兵衛の過去帳

義農作兵衛「瑞穂建功命」の

祀られている護国神社

義農作兵衛「瑞穂建功命」の祀られている八幡神社
「初鶏も 知るや義農の 米の恩」
正岡子規の句碑（松前中学校前）

義農作兵衛終焉の地（昔の写真）義農作兵衛終焉の地



義農精神を太鼓の心として、豊かでたくましい松前人を目指し、松前小児童の手から手へ継承されている義農太鼓。

麦みそを使った小振りな「ぎのうまんじゅう」。

柳原極堂奉納の義農作兵衛坐像
（伊予稲荷神社宝物館）

（伊予の三義人の一人） 自分の命と
引き替えに麦種を残した義農作兵衛の像

享保の大飢饉の犠牲者を供養する

横田供養地蔵尊

義農作兵衛坐像
(松前小学校）

港南中学校蔵・江山焼・義農作兵衛像
（彩浜館）

（伊予の三義人の一人） 水論で一身を

犠牲に責を負った窪田兵右衛門の墓

（伊予の三義人の一人） 「矢野騒動」で

刑死した七右衛門の供養地蔵尊。

享保の大飢饉の犠牲者を供養する

南黒田供養地蔵尊

享保の大飢饉の犠牲者を供養する

玉生供養地蔵尊

収穫量日本一の松前町の裸麦


